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先
月
二
十
六
日
、
川
西
高
校
で
は
学

校
を
挙
げ
て
、
ゆ
う
あ
い
号
の
献
血
に

協
力
し
ま
し
た
．

　
こ
の
日
献
血
を
し
た
人
は
、
先
生
十

八
人
、
生
徒
百
二
十
一
人
の
合
わ
せ
て

百
三
十
九
人
．
　
（
男
五
十
九
人
、
女
八

十
人
）

　
血
液
型
で
は
、
A
型
五
十
九
人
（
四

二
．
四
％
）
B
型
二
十
九
人
（
二
〇
・

九
％
）
偲
型
十
二
人
（
八
・
六
％
）
0

型
三
十
九
人
（
二
八
・
一
％
）
で
し
た
．

　
初
め
て
献
血
す
る
生
徒
が
多
＜
、
不

安
そ
う
に
検
査
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

採
血
後
は
、
身
も
心
も
軽
く
な
っ
た
様

子
．
さ
わ
や
か
な
笑
み
を
浮
か
べ
て
い

ま
し
た
。
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今
年
も
冬
将
軍
を
迎
え
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
潟
気
象
台
十
月
二
十
日
発
表
に
よ
り
ま
す
と
、
「
こ
の
冬
は
、
平
均
気
温

は
平
年
並
か
や
や
低
い
程
度
で
す
が
、
積
雪
量
は
平
年
よ
り
や
や
多
く
な
る
で

し
ょ
う
。
初
冬
は
比
較
的
お
だ
や
か
で
す
が
、
年
末
か
ら
一
月
を
中
心
に
季
節

風
が
強
ま
っ
て
寒
さ
は
厳
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。
雪
が
本
格
的
と
な
る
の
は
一

月
か
ら
で
、
二
月
前
半
ま
で
は
大
雪
の
恐
れ
が
あ
る
と
み
ら
れ
ま
す
」
。
と
の

こ
と
で
す
。

　
町
で
は
、
除
雪
体
制
を
整
え
万
全
を
期
し
ま
す
が
、
効
率
の
よ
い
除
雪
で
円

滑
な
道
路
交
通
確
保
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ぜ

ひ
と
も
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

ぐ
吻
除
雪
協
力
会
の
総
会

違
法
駐
車
お
こ
と
わ
り

除
雪
計
画
路
線
は
、
す
べ
て
全
面
駐

車禁

止
に
な
り
ま
し
た
。
除
雪
の
と
き

雪
を
か
ぶ
っ
た
車
と
雪
の
壁
は
見
分
け

が
つ
き
に
く
く
、
物
損
事
故
に
つ
な
が

る
こ
と
が
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。
こ
う

い
う
場
合
に
は
補
償
を
し
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

屋
根
雪
の
始
末
は
だ
れ
？

　
捨
て
場
の
な
い
家
に
と
っ
て
、
屋
根

雪
の
処
理
は
ほ
ん
と
う
に
切
実
な
問
題

で
す
。
か
と
い
っ
て
道
路
に
出
さ
れ
た

の
で
は
み
ん
な
が
困
り
ま
す
。
自
分
で

出
し
た
雪
は
自
分
で
処
理
す
る
の
が
原

則
で
す
の
で
、
道
路
交
通
の
支
障
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

が
み
ら
れ
ま
す
が
、
道
路
交
通
法
な
ど

の
違
反
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
除
雪

の
障
害
に
も
な
り
ま
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー

除
雪
車
が
こ
れ
ら
の
放
置
物
を
巻
き
込

ん
だ
場
合
、
使
用
不
能
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
し
、
ま
た
、
修
理
に
手
間
ど

り
除
雪
が
進
み
ま
せ
ん
。
修
理
代
は
も

ち
ろ
ん
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
遊
び
補

償
ま
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

放
置
物
は
事
故
の
も
と

　
車
庫
へ
の
乗
り
入
れ
の
た
め
、
鉄
板
、

丸
角
材
を
道
路
上
に
放
置
し
て
あ
る
の

安
全
な

　
　
除
雪
作
業
の
た
め
に

　
除
雪
作
業
中
は
、
除
雪
機
械
に
は
絶

対
に
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
除
雪

作
業
中
に
過
っ
て
死
傷
事
故
に
つ
な
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
や
お

年
寄
り
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。
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道
路
は
み
ん
な
で
使
用
す
る
も
の
で

す
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
安
全
な
除

雪
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

囹
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

高
橋
久
蔵
（
三
領
）
、
村
越
利
雄
・
野

沢
正
夫
ほ
か
野
口
部
落
、
上
村
謙
吉
（

上
野
）
、
須
藤
茂
一
（
仁
田
）
、
高
橋

茂
雄
（
坪
山
）

囹
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

・
北
越
名
流
遺
芳
・
郷
土
芸
能
歌
詞
集

・
差
上
申
一
札
之
事
－
検
地
の
際
除
地

と
し
て
ほ
し
い
土
地
の
申
出
－
（
一
六

八
二
年
）
・
替
申
一
札
之
事
－
地
所
争

い
を
す
る
も
両
者
納
得
し
た
こ
と
の
証

ー
（
一
七
五
三
年
）
・
誤
申
一
札
之
事

－
人
の
山
で
枯
木
を
伐
採
、
と
が
め
ら

れ
て
誤
り
状
を
入
れ
る
ー
（
一
七
七
四

年
）
・
村
送
り
一
札
之
事
－
上
州
に
縁

組
み
し
た
の
で
当
村
の
宗
門
人
別
帳
か

ら
ま
っ
消
の
こ
と
ー
（
一
八
五
六
年
）

・
乍
恐
以
書
付
御
注
進
奉
申
上
候
－
病

身
の
た
め
庄
屋
役
解
任
の
願
い
ー
（
一

八
二
八
年
）

以
上
総
数
百
八
十
七
件

　
　
　
　
　
（
十
一
月
末
日
ま
で
）
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平
野
圭
二
氏
蔵
の
水
口
沢
文
書
「
衆

家
御
印
鑑
御
帳
面
人
馬
継
立
帳
」
は
、

会
津
戦
争
（
北
越
戊
辰
戦
争
）
で
激
し

く
揺
れ
た
川
西
町
を
リ
ア
ル
に
再
現
し

て
く
れ
る
。
千
手
会
所
（
山
野
田
村
・

東
善
寺
村
・
中
屋
敷
村
・
上
新
井
村
・

水
口
沢
村
の
合
同
役
場
）
で
記
録
し
た

こ
の
継
立
帳
は
、
征
討
軍
が
千
手
駅
に

来
攻
し
た
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
辰

閏
四
月
二
十
三
日
に
始
ま
り
、
長
岡
落

城
（
一
回
目
）
翌
月
の
五
月
二
十
日
に

終
わ
っ
て
い
る
。

　
川
西
町
の
至
近
で
激
戦
の
あ
っ
た
こ

の
期
間
は
、
善
光
寺
街
道
を
ひ
ん
ぱ
ん

に
往
来
し
た
討
幕
派
諸
藩
や
官
軍
に
協

力
し
た
村
々
の
動
き
、
こ
れ
を
内
偵
す

る
会
津
・
桑
名
藩
御
出
役
の
暗
躍
が
目

立
っ
た
。
御
監
軍
の
動
向
は
さ
だ
か
で

な
い
が
、
藩
士
と
そ
の
面
々
が
千
手
か

ら
山
谷
・
十
日
町
・
上
野
間
を
幾
度
と

な
く
往
復
し
て
い
る
こ
と
や
、
小
千
谷

方
面
に
向
け
て
一
度
だ
け
し
か
記
録
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尽
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尽
れ
て
い
な
い
隊
士
の
多
い
こ
と
を
考
え

　
　
　
　
　
　
　
を

る
と
、
千
手
で
兵
砧
業
務
に
従
事
し
た

部
隊
と
、
川
西
の
村
々
を
通
過
し
て
戦

場
に
急
ぐ
部
隊
が
宿
駅
ご
と
に
人
・
カ

ゴ
．
馬
．
長
持
な
ど
を
調
達
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。
以
下
、
日
付
に
し
た
が
っ

て
主
な
動
き
を
再
現
す
る
。

　
四
月
二
十
三
日
、
東
山
道
先
鋒
総
督

府
軍
監
岩
村
精
一
郎
の
率
い
る
山
道
軍

一
千
五
百
人
の
先
遣
部
隊
が
到
達
し
、

沖
立
．
上
新
井
・
山
野
田
・
東
善
寺
・

水
口
沢
．
中
屋
敷
の
村
々
に
宿
陣
し
た
。

こ
の
夜
、
尾
州
．
薩
州
・
長
州
・
飯
山
・

高
遠
藩
の
各
部
隊
は
一
部
を
残
し
て
川

東
方
面
の
会
津
領
に
迫
っ
た
。

　
四
月
二
十
四
日
、
朝
霧
こ
も
る
中
を

全
軍
が
大
通
り
に
集
結
、
先
手
部
隊
が

新
町
新
田
村
へ
進
発
し
た
あ
と
、
雪
峠

を
攻
略
し
て
小
千
谷
に
進
む
左
縦
隊
と

八
箇
を
越
え
て
小
出
島
を
攻
め
る
右
縦

隊
に
分
か
れ
て
行
動
を
開
始
し
た
。
薩

州
藩
の
藤
川
熊
吉
・
柏
木
戸
右
衛
門
・

有
馬
重
兵
衛
の
三
部
隊
は
信
濃
川
を
渡

河
し
て
進
む
こ
と
に
な
り
、
急
き
ょ
百

五
十
六
人
の
陣
夫
が
集
め
ら
れ
て
武
器

弾
薬
を
十
日
町
ま
で
運
ん
だ
。
出
発
に

当
た
り
柏
木
隊
に
ワ
ラ
ジ
四
百
足
、
有

馬
隊
に
は
百
九
十
三
足
を
差
し
上
げ
て

武
運
長
久
を
祈
っ
た
。
こ
の
部
隊
に
同

行
し
た
飯
田
藩
の
軍
需
品
は
、
荷
宰
領

に
従
う
人
足
十
六
人
と
馬
三
頭
で
十
日

町
ま
で
送
致
し
た
。

　
四
月
二
十
五
日
、
朝
ま
だ
き
、
千
手

か
ら
高
原
田
．
坪
山
・
霜
条
・
宗
正
村

を
経
て
元
町
へ
、
別
動
隊
は
伊
勢
平
治

村
を
経
由
し
、
北
原
・
上
野
か
ら
土
橋
・

新
町
新
田
村
に
至
る
泥
土
の
道
を
仁
田
・

野
口
村
方
面
へ
進
攻
す
る
高
田
藩
の
長

い
行
列
が
続
く
。
こ
の
部
隊
の
後
方
を

官
軍
御
用
掛
の
居
相
良
作
と
松
田
祐
三

　
　
こ
う
　
　
り

郎
の
行
李
隊
が
、
人
夫
四
十
三
人
と
継

馬
三
頭
で
追
従
し
た
。

　
四
月
二
十
六
日
、
芋
坂
・
雪
峠
で
大

き
な
戦
い
の
あ
っ
た
日
、
御
監
軍
附
松

代
藩
大
里
忠
之
助
隊
の
百
六
人
が
夜
明

け
を
待
っ
て
野
口
村
へ
進
攻
し
、
御
本

陣
と
な
っ
た
野
沢
家
ま
で
人
足
五
十
三

人
、
病
人
カ
ゴ
一
丁
、
本
馬
一
頭
が
差

し
出
さ
れ
た
。
御
本
隊
に
従
っ
た
あ
と
、

さ
ら
に
前
線
へ
進
出
し
た
小
普
請
方
大

沢
慎
之
助
隊
の
大
行
李
は
、
陣
夫
九
十

九
人
と
馳
馬
十
九
頭
で
、
真
人
村
中
山

分
の
天
王
坂
ま
で
運
ん
だ
。
宮
川
国
蔵

隊
の
上
野
行
に
は
本
馬
六
頭
を
、
ま
た
、

道
す
じ
の
村
々
へ
食
糧
調
達
に
出
か
け

た
小
者
方
吉
兵
衛
一
行
に
は
十
二
人
の

案
内
人
が
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、

松
本
藩
小
荷
駄
方
清
沢
廉
之
助
隊
に
人

足
十
人
、
官
軍
御
用
掛
堀
田
荘
助
隊
に

本
馬
六
頭
、
人
馬
掛
柄
沢
甚
三
郎
隊
に

カ
ゴ
六
丁
、
小
普
請
方
官
入
隷
之
助
隊

に
人
足
三
十
二
人
、
西
角
要
右
衛
門
隊

に
人
足
三
人
を
そ
れ
ぞ
れ
仁
田
村
ま
で

付
け
た
。
祖
師
村
ま
で
進
ん
だ
羽
生
田

徳
左
衛
門
隊
に
は
本
馬
六
頭
が
用
意
さ

れ
た
。
尾
州
藩
に
は
上
野
村
ま
で
人
足

四
人
を
、
山
谷
村
ま
で
早
カ
ゴ
（
人
足

四
人
付
）
を
飛
ば
せ
た
。
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水
稲
共
済
金

二
千
四
十
万
円
を
支
払
う

　
冷
夏
と
相
次
ぐ
異
常
気
象
で
、
水
稲

の
作
況
は
、
全
国
で
八
十
八
と
い
う
戦

後
二
番
目
の
大
凶
作
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
被
害
を
受
け
ら
れ
た
農
家
の

方
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
い
た
し

ま
す
。山

間
部
中
心
に
被
害

　
七
月
下
旬
か
ら
の
雨
と
低
温
の
た
め
、

出
穂
期
以
降
の
生
育
が
阻
害
さ
れ
、
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
中
心
に
い
も
ち
病
の
多
発

と
冷
害
現
象
に
よ
っ
て
、
仙
田
地
区
を

は
じ
め
、
山
間
部
の
被
害
が
目
立
ち
ま

し
た
。

　
幸
い
、
町
で
は
高
冷
地
も
ほ
と
ん
ど
・

な
く
、
病
害
虫
防
除
の
徹
底
に
よ
っ
て
、

近
隣
市
町
村
に
比
べ
る
と
被
害
は
少
な

か
っ
た
も
の
の
、
全
体
的
に
は
、
平
年

作
を
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
下
回
る
作

況
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

全
相
殺
で
補
償
が
充
実

今
年
か
ら
、
千
手
地
区
で
全
相
殺
農

単
方
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
従
来
の
一
筆
方
式
と
異
な
っ
て
、
農

家
の
総
体
的
な
減
収
量
に
対
し
て
補
償

す
る
の
で
、
今
年
の
よ
う
な
異
常
気
象

の
場
合
に
は
、

一
筆
ご
と
に

大
き
な
（
三

〇
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
る
）

被
害
が
な
く

て
も
、
全
般
的
に
補
償
さ
れ
る
の
で
有

利
な
方
式
と
い
え
ま
す
。

　
被
害
農
家
に
は
、
十
一
月
二
十
八
日

付
け
で
、
共
済
金
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

三
百
七
十
八
戸
で
総
額
は
二
千
四
十
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

　
被
害
の
態
様
や
農
家
の
規
模
に
よ
っ

て
い
ち
が
い
に
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
千

手
地
区
全
体
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
式

に
比
べ
て
、
お
そ
ら
く
二
、
三
倍
の
補

償
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

昭和55年産水稲共済金支払概要

地　区
引　　　受 共　　　済　　　被　　害

戸　数 面積 戸　数 面　積 共済金 被害率

千　手
戸
3
9 5

る¢

356
戸
1
2 2

4G
91
　千円8，486 2．0

上　野 258 203 44 10 1，298 0．7

橘 365 256 61 14 2，668 1．1

仙　田 432 229 151 23 7，951 3．8

計 1，450 1，044 378 138 20，403

安
心
で
き
る
共
済
制
度
▲大豆の損害評価

　
共
済
制
度
は
、
実
質
的
な
損
害
に
比

例
し
て
補
償
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

わ
け
で
す
が
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
基

盤
と
し
て
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用

率
や
、
掛
金
負
担
の
問
題
と
と
も
に
、

こ
れ
を
進
め
て
い
た
だ
く
損
害
評
価
員

の
皆
さ
ん
の
努
力
が
大
き
く
も
の
を
い

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
年
は
、
転
作
推
進
の
一
環

と
し
て
大
豆
共
済
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

多
数
の
皆
さ
ん
か
ら
加
入
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
、
約
半
数
の

農
家
の
方
が
共
済
金
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
年
内
に
は
支
払
え
る

見
込
み
で
す
。
大
豆
共
済
に
は
、
よ
り

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
加
入
し
て
い
た
だ

き
、
安
心
し
て
転
作
に
取
り
組
ま
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
冬
期
間
は
建
物
共
済
推
進
の

時
期
で
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
。

「
薪
欝
険
料
讐
ヨ
〈
－
し

協
税
金
の
控
除
対
象
に
”
“

ね
今
年
一
年
間
に
納
め
た
国
民
年
金

の
保
険
料
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
年

末
調
整
や
自
営
業
者
な
ど
が
確
定
申

告
を
す
る
と
、
そ
の
額
が
所
得
額
か

ら
控
除
さ
れ
、
所
得
税
が
減
額
さ
れ

ま
す
。

　
十
二
月
は
、
年
末
調
整
の
月
で
す

か
ら
、
該
当
者
は
、
こ
の
手
続
き
を

忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。

控
除
さ
れ
る
額

　
昭
和
五
十
五
年
一
月
か
ら
十
二
月

ま
で
に
納
め
た
次
の
保
険
料
が
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
定
額
保
険
料
五
十
五
年
一
月
か

ら
三
月
ま
で
は
一
か
月
に
つ
き
三
千

三
百
円
、
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
が

一
か
月
に
つ
き
三
千
七
百
七
十
円
。

（
定
額
保
険
料
を
一
年
間
ま
る
ま
る

納
め
た
場
合
は
四
万
三
千
八
百
三
十

円
）②
付
加
保
険
料
五
十
五
年
一
月
か

ら
十
二
月
ま
で
一
か
月
に
つ
き
四
百

円
。
　
（
付
加
保
険
料
を
一
年
間
ま
る

ま
る
納
め
た
場
合
は
四
千
八
百
円
）

○
定
額
保
険
料
と
付
加
保
険
料
を
あ

わ
せ
て
、
一
年
間
ま
る
ま
る
納
め
た

人
の
場
合
は
四
万
八
千
六
百
三
十
円
。

③
五
十
五
年
一
月
か
ら
十
二
月
の

間
に
納
め
た
未
納
保
険
料
や
追
納
保

険
料
・
特
別
保
険
料
の
総
額
。

　
な
お
、
保
険
料
を
前
納
し
て
い
る

場
合
は
、
細
か
い
計
算
を
必
要
と
し

ま
す
の
で
、
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

ひとの心の温かさ

歳末たすけあい運動

　
「
ひ
と
の
心
の
あ
た
た
か
さ
1
歳
末
た
す
け
あ
い
」
i
今
年
も
恒

例
の
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
が
十
二
月
い
っ
ぱ
い
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
生
活
が
困
難
な
世
帯
や
災
害
被
災
家
庭
、
ひ
と
り
暮
ら

し
老
人
あ
る
い
は
社
会
福
祉
施
設
利
用
者
に
対
し
、
　
“
み
ん
な
そ
ろ

っ
て
明
る
い
お
正
月
を
む
か
え
ら
れ
る
よ
う
”
物
心
両
面
の
援
助
を

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
、
民
生
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
を
中
心
に
行
わ
れ
る
地
域
単
位
の
た
す
け
あ
い
と
、
N
H
K
が

放
送
を
通
じ
て
全
国
に
呼
び
か
け
る
も
の
（
二
十
五
日
ま
で
）
と
の

二
通
り
の
方
法
で
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
も
是
非
、
あ
な
た
の
“
善
意
の
灯
”
を
恵
ま
れ
な
い
人
々
の

た
め
に
！
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保護司の渡辺さん

法務大臣表彰を受賞

　
十
月
十
五
日
、
仙
台
市
の
宮
城
県
民
会
館
で
開
か
れ

た
「
全
国
更
生
保
護
大
会
」
で
、
渡
辺
満
磨
さ
ん
（
上

野
．
七
十
二
歳
）
が
、
保
護
司
と
し
て
の
長
年
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
法
務
大
臣
表
彰
を
受
彰
し
ま
し
た
。

　
渡
辺
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
四
年
に
保
護
司
に
就
任
し

て
以
来
三
十
一
年
間
、
明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り
の
た

め
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
人
一
人
の
方
か
ら
、
犯
罪
の
な
い
り
っ
ぱ
な
町

に
す
る
た
め
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
渡
辺
さ
ん
。

　
な
お
、
伝
達
式
は
十
一
月
十
四
日
に
新
潟
保
護
観
察

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
に

次
の
方
々

　
十
二
月
一
日
か
ら
、
民
生
委
員
に
次

の
方
々
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
三
年
で
す
。
明
る
い
町
づ
く

り
の
た
め
に
、
ま
た
、
福
祉
全
般
に
つ

い
て
皆
さ
ん
の
よ
い
相
談
相
手
に
な
っ

て
く
れ
ま
す
。

　
　
（
敬
称
略
．
下
段
は
担
当
町
内
）

宮
　
徳
次
郎
　
中
島
町
・
山
野
田
・
発

　
　
　
　
　
　
電
所
通
り
・
下
平

大
漢
　
晶
子
　
東
善
寺
・
四
郎
兼
・
上

　
　
　
　
　
　
町
・
永
久
公
舎
・
山
野

　
　
　
　
　
　
田
住
宅
・
栄
町
・
朝
日

　
　
　
　
　
　
町
・
県
営
住
宅

南
雲
　
　
博
　
中
央
町
・
田
中
町
・
神

　
　
　
　
　
　
社
町
・
学
校
町

南
雲
　
　
良
　
中
屋
敷
・
寺
尾
・
木
島

　
　
　
　
　
　
町

保
坂
ト
シ
沖
立

が
就

藤
本
秀
雄

高
橋
義
夫

星
名
イ
シ

村小山水内押
越幡家品山木

利正清　君喜
雄徳作節江策

田
中
三
千
子

南
雲
ハ
ル
ェ

登高茂高斎川
坂橋野橋木崎

貞
治
利
栄

栄
一

寅
一
文
治
　
直

任

伊
友
・
高
原
田

坪
山
・
霜
条
・
鶴
吉

上
野
・
下
平
新
田
．
下

平
教
員
住
宅

元
町
新
町
新
田

三
領
・
小
根
岸

木
落
・
寺
ケ
崎

仁
田
・
塩
辛

野
口
・
四
十
歩

原
田
・
根
深
・
下
原

中
仙
田

室
島
小
脇
高
倉
藤
沢
田
戸
・
越
ケ
沢

赤
谷

登
坂
　
六
郎
　
岩
瀬
・
大
倉

中
村
平
作
大
白
倉

片
桐
　
一
郎
小
白
倉

　
一
方
、
十
一
月
三
十
日
を
も
っ
て
、

次
の
方
々
が
退
任
し
ま
し
た
。

中高渡富
村橋貫井

由久栄源
蔵蔵一蔵

高
野
寅
五
郎

丸
山
康
一

高
橋
寅
治

小
堀
多
平
治

二
十
一
年
間
在
職

二
十
一
年
間
在
職

二
十
一
年
間
在
職

十
七
年
間
在
職

十
五
年
間
在
職

六
年
間
在
職
．

六
年
間
在
職

三
年
間
在
職

心
配
ご
と
相
談

●
12
月
1
0
日
…

●
1
2
月
1
7
日
…

●
1
2
月
2
4
日
…

●
12
月
31
日
…

●
1
月
7
日
．
．
．

．
．
：
橘
出
張
所

…
・
克
雪
セ
ン
タ
ー

…
・
総
合
セ
ン
タ
ー

…
総
合
セ
ン
タ
ー

．
．
・
・
上
野
連
絡
所

終
生
忘
れ
ら
れ
ぬ
感
激

　
　
　
，
虐
．
蓑
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
久
井

　
十
一
月
十
一
日
、
こ
の
日
の
東
京
は

雲
一
つ
な
い
小
春
日
和
で
し
た
。

　
午
後
一
時
、
秋
の
生
存
者
叙
勲
の
受

章
者
は
、
正
装
の
夫
人
を
伴
い
、
胸
に

新
し
い
勲
章
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
集
合

地
の
都
道
府
県
会
館
に
集
ま
り
、
こ
こ

か
ら
専
用
バ
ス
で
坂
下
門
よ
り
参
内
、

新
宮
殿
前
庭
で
し
ば
ら
く
待
機
し
て
お

り
ま
し
た
。
私
は
軍
隊
の
現
役
当
時
、

近
衛
歩
兵
第
一
連
隊
（
今
の
北
の
丸
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
う

園
）
に
入
隊
し
、
皇
居
の
儀
杖
警
護
を

任
務
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

五
十
年
の
星
霜
を
経
た
今
日
、
ふ
た
た

び
参
内
し
て
陛
下
に
拝
謁
い
た
だ
け
る

幸
福
を
か
み
し
め
な
が
ら
、
こ
こ
で
立

し
よ
じ
ワ哨
し
た
、
あ
の
付
近
を
巡
察
し
た
ー

な
ど
思
い
浮
か
べ
、
若
か
っ
た
こ
ろ
を▲11／30祝賀会での和久井ご夫妻

精

一

し
の
び
感
慨
無
量
の
も
の
が
あ
り
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
み

た
。
昔
こ
の
辺
は
御
車
寄
の
あ
っ
た
場

所
で
、
お
庭
の
木
々
も
よ
う
や
く
色
づ

き
、
吹
上
御
苑
の
小
鳥
の
鳴
き
声
が
聞

こ
え
壮
厳
の
中
に
も
明
る
さ
と
静
か
さ

は
昔
の
ま
ま
で
し
た
。

　
や
が
て
二
時
四
十
分
、
宮
内
庁
係
官

の
先
導
で
宮
中
春
秋
の
間
に
整
列
、
お

待
ち
申
し
上
げ
る
う
ち
に
午
後
三
時
、

天
皇
陛
下
は
侍
従
官
を
従
え
ら
れ
．
こ
出

座
に
な
り
、
お
言
葉
を
賜
り
ま
し
た
。

五
十
年
の
長
い
間
、
激
動
す
る
日
本
の

大
責
任
を
担
わ
れ
、
私
ど
も
の
想
像
も

で
き
な
い
ご
苦
労
を
さ
れ
た
陛
下
の
お

姿
と
玉
音
を
ま
じ
か
に
拝
し
、
た
だ
た

だ
自
然
に
目
頭
が
熱
く
な
り
、
涙
が
わ

き
出
る
の
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
感
激
で
し
た
。

　
代
表
者
が
お
礼
を
奏
上
申
し
上
げ
ま

し
た
。
陛
下
は
、
整
列
の
す
ぐ
前
を
．
こ

会
釈
を
賜
り
な
が
ら
静
か
に
お
巡
り
に

な
り
、
御
座
所
の
ほ
う
に
お
帰
り
に
な

ら
れ
ま
し
た
が
、
一
同
の
中
に
は
感
泣

し
て
い
る
人
も
多
く
、
数
分
間
は
粛
然

と
し
て
い
ま
し
た
。

　
や
が
て
、
礼
装
の
係
官
か
ら
ご
下
賜

品
を
い
た
だ
き
、
北
御
車
寄
付
近
の
お

庭
で
記
念
撮
影
を
し
て
、
晩
秋
の
夕
日

が
映
え
る
乾
門
か
ら
退
下
い
た
し
ま
し

た
。
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製
造
業
の
皆
さ
ん

工
業
統
計
調
査
・
滞
嫡
磯
脚
統
計
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
に
協
力
を
〃
”

　
製
造
業
の
皆
さ
ん
、
今
年
も
通
商
産
業
省
で
は
「
工
業

統
計
調
査
」
を
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所
を
対

象
と
し
て
、
製
造
品
の
出
荷
額
、
原
材
料
使
用
額
、
有
形

賦e
ぐ

翼

○家庭状況をお聞きしますので、申請書

　は家族がお持ちください。

○申請書や添付書類に不備があると、受

　け付けできないことがありますのでご

　注意ください。

園児受け付け案内別表

固
定
資
産
額
な
ど
を
調

査
し
、
工
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
工
業
統
計
は
、
国
や

地
方
公
共
団
体
の
産
業

構
造
政
策
、
立
地
、
水

資
源
対
策
、
中
小
企
業

施
策
な
ど
の
立
案
の
た

め
の
基
礎
資
料
と
し
て

〈こたつ〉厚手で大

めのこたつ掛けや

こたつ敷きで保温
毛・カごけましょう．

用
い
た
り
、
一
般
企
業
の
需
要
予
測
・
設
備
投
資
計
画

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
か
ら
新
た
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
構
造

統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を

営
む
従
業
者
三
十
人
以
上
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、

燃
料
の
受
入
量
、
用
途
別
消
費
量
、
在
庫
量
な
ど
を
調

査
し
、
製
造
業
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
実
態
を

つ
か
も
う
と
す
る
も
の
で
、
工
業
統
計
調
査
と
同
時
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
構
造
統
計
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

推
進
、
石
油
の
安
定
的
供
給
の
確
保
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
開
発
、
導
入
の
促
進
な
ど
各
種
施
策
の
策
定
の
た

め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

年
末
年
始
の
お
忙
し
い
中
を
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

仙
田
〃
橘
〃

上
野
〃

南
原
〃

千
手
保
育
園

川
西
幼
稚
園

施
設
名

70 85 80 40 80

65人 落

募
集
人
員

／ 歳
埋

／ 二
歳
児

10 15 10 10 20 ／
議
児

80 100 90 50 100 65人 計

仙
田
地
区

橘
　
地
区

上
野
地
区

千
手
地
区

者年全
間町
通・
園た
可だ
能し

入
所
区
域

各口社
保お会
育よ課
園び窓

口び幼
住稚
民園
係お
窓よ

配申
布請
場書
所の

各口社
保お会
育よ課
園び窓

幼
稚
園

提申
出請
場書
所の
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リ
ウ
マ
チ
で
お
悩
み
の
方

　
「
友
の
会
」
が
あ
り
ま
す

　
リ
ゥ
マ
チ
は
、
古
く
か
ら
あ
る
病
気
で
す
が
、
依
然
と
し
て

そ
の
原
因
が
わ
か
ら
ず
、
治
療
の
困
難
な
病
気
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
ん
な
こ
と
か
ら
、
リ
ゥ
マ
チ
で
悩
ん
で
い
る
人
た
ち
が
集

ま
り
、
互
い
に
励
ま
し
合
い
、
病
気
の
治
療
に
役
立
て
よ
う
と

全
国
組
織
で
”
友
の
会
”
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
新
潟
県
で
も

昭
和
四
十
八
年
に
支
部
を
結
成
し
、
現
在
で
は
会
員
数
が
二
百

五
十
人
と
な
り
、
会
報
の
発
行
、
研
修
会
、
懇
親
会
な
ど
を
開

催
し
な
が
ら
、
療
養
機
関
の
協
力
要
請
、
専
門
科
の
設
置
促
進
、

療
養
費
の
公
費
負
担
の
要
請
等
、
幅
広
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
新
潟
県

支
部
（
支
部
長
羽
田
野
千
代
次
）
豊
栄
市
早
通
北
五
丁
目
二
－

四
三
－
一
一
魯
〇
二
五
三
八
－
六
－
九
八
九
七
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
会
費
は
年
千
円
で
す
。

年賀状は20日までに

　
年
賀
状
は
十
二
月
十
五
日

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　
住
所
録
の
整
理
、
年
賀
状

の
印
刷
な
ど
を
早
め
に
す
ま

せ
、
十
二
月
二
十
日
ま
で
に

は
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　
年
賀
状
を
お
出
し
に
な
る

際
は
、

◎
ご
自
分
の
住
所
の
郵
便
番

　
号
と
同
一
の
も
の

◎
そ
の
他

の
別
に
分
け
、
束
ね
て
お
出

し
く
だ
さ
い
。

公
給
領
収
証
を

　
　
　
　
お
忘
れ
な
く

　
こ
れ
か
ら
は
、
忘
年
会
や
新
年
会
な

ど
で
、
料
理
店
、
飲
食
店
、
旅
館
な
ど

　県下のすべての労働者に適用される新潟

県最低賃金は

●一般労働者　1日　　　　　　2，721円

●時間給労働者　1時間　　　　　341円

●効力発生日　　55年12月12日

夜間の電話料金
、いっそう安くなります

電
’
｝
　
殴

／
㍉

　
電
話
料
金
が
割
引
に
な
る
二
つ
の
サ

ー
ビ
ス
が
、
十
一
月
二
十
七
日
か
ら
全

国
い
っ
せ
い
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
青
森
、
大
阪
な
ど
遠
距
離

の
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
料
を
対
象
と
し
た

「
深
夜
割
引
」
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
。
も

う
一
つ
は
、
従
来
の
「
夜
間
割
引
」
の

適
用
時
間
帯
が
、
早
朝
、
夜
問
と
も
さ

ら
に
各
一
時
間
広
げ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
遠
距
離
の

通
話
料
を
も
っ
と
安
く
し
て
ほ
し
い
、

と
い
う
声
に
こ
た
え
る
と
と
も
に
、
皆

さ
ん
か
ら
電
話
を
い
っ
そ
う
便
利
に
使

っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
　
「
深
夜
割
引
」
は
、

を
利
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
料
金
の
一
〇
パ
ー
セ
ン

ト
の
料
理
飲
食
等
消
費
税
が
か
か
り
、

店
で
は
公
給
領
収
証
を
渡
す
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
が
料

金
と
い
っ
し
ょ
に
税
金
を
納
め
た
し
る

し
で
す
か
ら
、
必
ず
受
け
取
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
も
し
、
公
給
領
収
証
を
発
行
し
な
か

っ
た
り
、
私
製
の
領
収
証
を
発
行
し
た

と
き
は
、
財
務
事
務
所
（
課
税
課
・
問

税
係
）
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
一
定
の
金
額
（
免
税
点
）
以

下
の
飲
食
や
宿
泊
に
は
税
金
が
か
か
ら

ず
、
こ
の
場
合
は
公
給
領
収
証
を
発
行

し
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
旅
館
や
飲
食
店
な
ど
で
遊
興

を
伴
う
飲
食
を
行
っ
た
場
合
は
、
免
税

点
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
百
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
遠

距
離
区
間
で
「
午
後
九
時
か
ら
翌
日
の

午
前
六
時
ま
で
」
の
間
な
ら
通
話
料
金

が
、
昼
間
料
金
の
約
六
割
引
に
な
り
、

た
い
へ
ん
お
得
で
す
。

　
た
だ
し
、
深
夜
割
引
は
ダ
イ
ヤ
ル
通

話
が
対
象
で
、
交
換
手
扱
い
通
話
に
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
「
夜
間
割
引
」
は
、
現
在
六
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
区
間
に
つ
い
て
、

午
後
八
時
か
ら
翌
日
午
前
七
時
ま
で
を

昼
問
の
約
四
割
引
と
し
て
い
ま
す
が
、

八
，
後
は
そ
れ
ぞ
れ
一
時
問
ず
つ
拡
大
し

「
午
後
七
時
か
ら
翌
日
の
午
前
八
時
ま

で
」
で
交
換
手
扱
い
に
も
適
用
で
す
。

：脚：：舳＝舳：：33脚＝脚舳：：：：脚：脚：3：脚：：：：：3舳：2：：3舳3：＝：脚：：：脚＝：：33脚23舳：：32：2：23：：：：：：：脚：；：脚：＝：＝：脚1：：＝1＝3瞬3：；舳3舳：舳3：3＝

載公諺羅旛倉　　　　社毫墾譲醇ジャルコ操業開始

誘
致
工
場
㈱

　
　
　
　
し
ゅ
ん

ジ
ャ
ル
コ
の
竣

工
式
が
十
一
月

一
一
十
九
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
は
昭
和

三
十
一
年
に
設

立
さ
れ
た
電
子

用
機
工
部
品
な

ど
の
メ
ー
カ
ー

で
、
本
社
は
東

京
都
大
田
区
に

あ
り
ま
す
。

　
町
内
で
働
け
る
、
し
か

も
将
来
性
の
あ
る
工
場
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

操
業
開
始
は
今
月
一
日
。

ご
あ
い
さ
つ

　
社
長
山
川
義
定

　
八
，
年
一
月
、
工
場
誘
致

の
お
勧
め
を
受
け
て
か
ら

十
か
月
、
こ
の
間
、
町
の

関
係
者
各
位
の
温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
得
て
滞

り
な
く
竣
工
し
ま
し
た
。

　
吉
沢
工
場
長
を
は
じ
め

八
十
八
人
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
が
、
り
っ
ぱ
な
製
品

生
産
の
た
め
努
力
し
ま
す
。

灘典

．
靴
　
『

　奮
　灘
％、灘

籔

．
醸

蹴一一

驚騒
　
難

礁難
舞

撒麟聾

麗

〃　　　，φ

難

竈
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詣息
墓
目

●

Σ

N

瀬

次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
父
正
作
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
高
橋

　
　
　
　
　
電

フ
ィ
リ
ピ
ン

　
　
戦
跡
巡

　
善
次
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
二
万
円

※
父
一
平
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
平
野

隆
夫
さ
ん
（
四
郎
兼
）
か
ら
十
万
円

※
川
西
町
連
合
婦
人
会
か
ら
一
円
玉
募

金
を
八
万
七
千
七
十
三
円

※
詩
吟
神
風
流
橘
教
室
か
ら
公
民
館
借

　
用
の
お
礼
と
し
て
一
万
五
干
円

広
報
発
行
に
と

　
東
京
に
住
む
丸
山
伴
四
郎
さ
ん
（
木

落
出
身
）
か
ら
、
広
報
発
行
の
一
助
に

と
一
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

拝
報
告

根
深
　
丸
　
山

一停電の．へ
　　　　　わ知りせ

●12月18日（木）／午前9時から

午後2時まで、中央町の一部・

学校町の一部・中屋敷・寺尾・

木島町・沖立・伊友・高原田・

坪山●霜条・鶴吉・上野・元町・

新町新田・下平新田・塩辛の
一部．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
る
，
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凱
よ

わ
し
の
　
　
綴

　
　
　
　
　
自
旧
曜
蔑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
》
．
。
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
う

層
鴬
呪
患
．
黄
一
“
焔
勇
巾
聯
製
悪
属
穐
窺
駈
響

山
の
自
然
が

　
庭
に
い
っ
ぱ
い

▲ルソン島の山間部本間中将の墓

清
　
　
治

　
県
連
合
遺
族
会
主
催
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

戦
跡
巡
拝
団
の
団
長
と
し
て
、
去
る
十

月
二
十
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
五

日
間
、
巡
拝
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
一
行
二
十
八
人
（
男
九
人
、
女
十
九

人
）
は
成
田
か
ら
、
パ
キ
ス
タ
ン
航
空

機
で
約
四
時
間
、
マ
ニ
ラ
に
到
着
し
ま

し
た
。

　
慰
霊
祭
は
、
ル
ソ
ン
島
南
部
カ
リ
ラ

ヤ
、
北
部
バ
ギ
オ
、
ク
ラ
ー
ク
の
各
戦

没
者
墓
地
で
行
い
ま
し
た
。
激
戦
地
付

近
で
の
供
養
参
拝
は
、
南
部
ア
ン
チ
ポ

ロ
の
山
中
、
山
下
大
将
と
本
問
中
将
の

墓
、
モ
ン
テ
ン
ル
パ
、
北
部
で
は
バ
レ

レ
バ
レ
テ
峠
で
丸
山
さ
ん

テ
峠
、
バ
ヨ
ン
ボ
ン
、
タ
ル
ラ
ッ
ク
、

戦
跡
で
は
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
お
よ
び

リ
ン
ガ
エ
ン
の
日
本
軍
上
陸
地
等
を
回

り
ま
し
た
。

　
六
十
七
歳
の
女
性
を
含
む
団
員
は
、

朝
八
時
か
ら
十
二
時
間
、
一
旦
二
百
キ

ロ
を
走
破
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
食

事
や
荷
物
の
受
け
渡
し
な
ど
多
忙
で
し

　
　
　
　
　
　
り
ず
　

た
が
一
人
の
落
伍
者
も
お
り
ま
せ
ん
。

「
よ
か
っ
た
肩
の
荷
が
お
り
た
」
　
「
気

持
ち
が
や
っ
と
晴
れ
た
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　趣。　　　　　　　　　蔓　　　　　　磁　　　乳　蓼　　　恰

螺羨

中
仙
田
高
橋
正
保
さ
ん

　
　
中
仙
田
の
高
橋
さ
ん
の
庭
に
は
、
一

面
に
花
木
、
盆
栽
が
並
ん
で
い
る
。
そ

　
れ
も
い
ろ
い
ろ
と
く
ふ
う
を
し
て
あ
る
。

　
た
と
え
ば
軒
下
の
な
ん
て
ん
は
、
赤
、

白
、
赤
、
白
、
と
交
互
に
植
え
て
み
ご

　
と
な
も
の
だ
。

　
　
「
自
然
の
ま
ま
の
も
の
が
好
き
で
、

自
分
の
庭
に
取
り
入
れ
な
が
め
た
い
。

　
そ
れ
も
、
近
く
の
山
に
あ
る
も
の
を
主

体
に
、
四
季
を
通
じ
た
花
木
を
そ
ろ
え

　
る
こ
と
」
1
こ
れ
が
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

橋
さ
ん
の
心
情
と
か
。

　
仙
田
の
山
の
自
然
を
庭

に
取
り
入
れ
た
の
は
、
昭

和
四
十
七
年
か
ら
と
い
う

が
、
家
の
周
り
に
は
数
々

の
花
木
が
林
立
し
て
い
る
。

　
「
こ
こ
に
あ
る
も
の
で

か
き
根
を
作
っ
て
み
た
い
。

五
、
六
年
後
に
は
か
な
り

大
き
く
な
り
ま
す
よ
」

　
庭
の
代
表
的
な
も
の
を
尋
ね
た
。

　
「
春
は
、
黄
色
の
ま
ん
さ
く
、
雪
つ

ば
き
、
山
つ
つ
じ
、
そ
れ
に
ぶ
な
の
新

緑
が
き
れ
い
で
す
ー
」

　
「
夏
で
は
、
ね
む
の
木
、
こ
れ
は
山

村
ば
な
れ
し
た
木
で
す
。
川
西
幼
稚
園

あ
た
り
で
も
見
ま
し
た
。
赤
い
花
が
咲

き
ま
す
。
ほ
か
に
山
あ
じ
さ
い
ー
」

　
「
秋
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
ま

ゆ
み
の
紅
葉
、
む
ら
さ
き
し
き
ぶ
の
ジ

ン
タ
ン
く
ら
い
の
紫
の
実
。
山
な
し
は

赤
い
実
を
つ
け
ま
す
ー
」

　
「
冬
の
も
の
と
い
え
ば
、
何
と
い
っ

て
も
あ
お
き
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
手
の

ひ
ら
の
よ
う
な
照
り
葉
が
雪
に
こ
ご
え

て
い
る
様
は
風
情
が
あ
り
ま
す
。
だ
ん

ご
の
木
の
枝
も
雪
に
映
え
ま
す
ー
」

　
川
西
の
山
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
も
の

は
ど
こ
に
で
も
あ
る
ら
し
い
。

　
「
自
然
を
愛
す
る
人
は
、
自
然
と
語

り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
」
1
と

力
説
さ
れ
た
。

花
木
に
囲
ま
れ
た
高
橋
さ
ん
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道
路
交
通
法

　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
　
●
　
●
　
●

す
べ
て
の
飲
酒
運
転
を
禁
止

　
道
路
交
通
法
は
「
何
人
も
、
酒
気
を

帯
び
て
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
等

を
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
、

ア
ル
コ
ー
ル
量
の
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
、

す
べ
て
の
飲
酒
運
転
を
禁
止
し
て
い
ま

す
。ぐ

安
協
仙
田
支
部
．
仙
田
母
の
会

　
　
飲
酒
運
転
追
放
署
名
簿
を
町
長
へ

飲酒運転追放　　　・
　　　　　　　　　　　　ノ
　　　県民運動実施　1
　　　　　　　　　　　　つ
12／11　～1／10　　‘
　　　　　　　　　　　　キは、何かと酒を飲む機会が多く　フ

、飲酒運転は絶対しない、させ　ミ

徹底しましょう。　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　ミ

醐雑にご臆　1

　年末年始は、何かと酒を飲

なりますが、飲酒運転は絶対

ないことを徹底しましょう。

冬は藷リ捻事勤

▼
酒
酔
い
運
転

の
懲
役
ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰
金

〈
違
反
点
数
〉
十
五
点
で
、
こ
の
違
反

だ
け
で
運
転
免
許
は
取
り
消
し

▼
酒
気
帯
び
運
転
　
　
〈
罰

則
〉
三
か
月
以
下
の
懲
役

ま
た
は
三
万
円
以
下
の
罰

金
〈
違
反
点
数
〉
六
点
で
、

運
転
免
許
は
停
止

　
　
〈
罰
則
〉
二
年
以
下

　
　
ゆ
　
ザ

分
㌧
、
6

7『

事件事故はすぐ110番

年
末
年
始
の
防
犯
運
動

実
施
中
　
1
月
10
日
ま
で

　
警
察
と
防
犯
協
会
で
は
、
年
末
年
始

に
発
生
し
や
す
い
犯
罪
や
、
各
種
事
件

事
故
を
防
止
し
、
皆
さ
ん
の
生
活
の
安

全
と
平
穏
を
確
保
す
る
た
め
、
次
の
こ

と
に
重
点
を
お
い
て
、
防
犯
運
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

11。“ll。。・lllll臨II。llll。。llgll61’ll・1・oo。。161。。。。川allll川。II”1一川II”ollll。9。ll。16。。。。．II81。1。1。。el。llllo9。。ll。。ll・噌llllll。．ol川11。1

研
内
謬

蕊惚渋
　
　
　
い
も
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
ヘ
ち
　
　
ヤ

　
　
ハ
“
“
U
、
、
、
、
　
　
　
国
道
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
号
線
、

山
中
ト
ン
ネ
ル
の
手
前
に
、
川
西
町
格

納
庫
兼
林
産
施
設
と
い
う
い
か
め
し
い

名
称
の
建
物
が
二
棟
あ
り
ま
す
。
東
側

が
製
炭
施
設
、
西
側
が
今
回
取
り
上
げ

　
　
じ
ょ
う

る
製
縄
施
設
で
す
。
こ
れ
ら
の
建
物
は

新
農
構
事
業
で
昨
年
造
ら
れ
ま
し
た
。

製
縄
施
設
で
の
な
わ
製
造
は
、
十
一

月
十
日
か
ら
一
二
人
で
始
め
、
今
月
の
六

　
　
　
　
　
皆
さ
ん
の
自
主
防
犯
活

　
　
　
　
　
動
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
◇
金
融
機
関
対
象
の
強
盗

事
件
等
、
凶
悪
事
件
と
侵
入
盗
の
予
防

　
と
検
挙

◇
交
通
死
亡
事
故
の
抑
止

◇
暴
力
団
犯
罪
の
取
締
り

◇
少
年
の
非
行
防
止

◇
雑
踏
事
故
の
防
止

第
七
回
正
月
マ
ラ
ソ
ン
ヘ

・
◎
期
日
五
十
六
年
一
月
二
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
九
時
よ
り

◎
集
合
場
所
総
合
セ
ン
タ
ー

◎
申
し
込
み
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
陸
協
事
務
局
（
中
央

　
　
町
．
北
村
良
二
　
電
話
八
－
二
〇
五
七
有
線
放
送
二
五

　
　
七
五
）
へ

し
尿
浄
化
槽
設
置
者
研
修
会

　
　
　
　
　
を

　
し
尿
浄
化
槽
に
よ
る
悪
臭
な
ど
の
苦

情
が
出
て
い
ま
す
。
適
正
使
用
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
次
に
よ
り
浄
化
槽

設
置
者
研
修
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
該

当
の
方
は
必
ず
お
受
け
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
十
二
月
十
六
日
（
火
）
午
後

十
日
町
保
健
所
か
ら
l
l

　
一
時
三
十
分
か
ら
一
二
時
ま
で

◎
場
所
　
総
合
セ
ン
タ
i

◎
研
修
内
容
　
①
し
尿
浄
化
槽
に
関
す

　
る
法
的
規
制
に
つ
い
て
　
②
し
尿
浄

　
化
槽
の
使
用
方
法
お
よ
び
維
持
管
理

　
に
つ
い
て
　
③
質
疑
応
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

．
一
…
一
§
一
｛
一
§
一
一
一
〇
亀
一
。
一
…
一
…
一
毫
一
～
三
一
…
一
毫
…
一
一
一
亀
…
ξ
亀
5
一
亀
葦
…
一
…
一
ξ
一
…
o
一
…
。
…
ぎ
三
一
…
ξ
一
一
。
ξ
…
…
。
～
一
。
き
ξ
一
一
～
齢
毛
…
一
三
軸
…
ξ
一
一
…
一
一
…
一
…
ぎ
一
一
。
～
三
き
一
…
三
。
～
一
一
…
一
…
一
茎
一
，
三
一
…
ざ
…
5
…
。
…
～
竃
．
．
●
3
・
覧
．
．
3
一
一
㌔
．
一
ξ
一
一
…
ξ
一
一

緑
を
は
ぐ
く
む
た
め

「
な
わ
」
は
活
躍
し
ま
す

日
ま
で
に
三
百
五
十
玉
を
仕
上
げ
ま
し

た
。
こ
の
な
わ
は
、
町
の
造
林
事
業
で

植
え
た
杉
の
雪
起
こ
し
だ
け
に
使
わ
れ

る
も
の
で
、
来
年
使
わ
れ
る
分
で
す
。

わ
ら
は
二
千
束
（
十
ぱ
で
一
束
）
集
め

ま
し
た
が
主
に
仙
田
地
区
か
ら
で
し
た
。

　
作
業
は
、
一
台
七
十
万
円
の
自
動
製

縄
機
二
台
と
、
百
六
十
三
万
円
の
縄
仕

上
機
を
使
い
ま
す
。
な
わ
は
製
縄
機
だ

け
で
な
え
ま
す
。
手
順
は
、
わ
ら
を
き

れ
い
に
す
ぐ
り
、
押
し
切
り
で
先
を
そ

ろ
え
て
台
の
上
に
置
け
ば
、
わ
ら
は
自

動
的
に
ら
っ
ぱ
口
に
送
ら
れ
、
三
分

（
約
九
ミ
リ
）
の
太
さ
で
で
て
き
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
固
め
で
、
ま
た
、
け
ば

立
っ
て
い
ま
す
の
で
、
仕
上
機
に
掛
け

一
玉
七
キ
ロ
ぐ
ら
い
に
し
て
十
文
字
に

な
わ
を
掛
け
て
で
き
上
が
り
で
す
。
機

械
を
フ
ル
回
転
さ
せ
れ
ば
、
一
日
に
二

十
玉
く
ら
い
は
可
能
と
の
こ
と
で
す
。

　
昨
年
な
っ
た
二
百
三
十
玉
の
な
わ
は
、

今
年
の
雪
お
こ
し
に
使
い
ま
し
た
。
五

十
年
に
植
林
し
た
約
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
二
万
五
千
本
）
で
、
杉
の
高
さ
は
四
、

五
メ
ー
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
造
林
事
業
は
昭
和
五
十
年
か
ら
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
に
植
林
し
た
山
は
二
百

三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

　
緑
豊
か
な
山
を
は
ぐ
く
む
た
め
、
な

わ
は
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

▼作業風景
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血
圧
の
予
防
法
②

　
　
　
●
●
●
●
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ー
食
生
活
に
注
意
を
ー

⑭
　
食
塩
は
一
日
十
グ
ラ
ム
以
下

　
食
塩
は
調
昧
料
と
し
て
欠
か
せ
ま

せ
ん
が
、
と
り
過
ぎ
に
注
意
を
。

①
う
す
味
に
な
れ
ま
し
ょ
う

　
食
卓
に
出
す
か
け
し
ょ
う
ゆ
は
、

減
塩
し
ょ
う
ゆ
か
、
割
り
し
ょ
う
ゆ

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
食
酢

を
用
い
ま
す
と
、
食
塩
の
量
が
少
な

く
て
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
②
お
し
る
は
一
日
一
杯
に

　
川
西
町
の
皆
さ
ん
は
、

塩
分
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
み

そ
し
る
を
飲
ん
で
い
る
人

が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
の

一
パ
ー
セ
ン
ト
の
し
る
を

茶
わ
ん
一
杯
飲
み
ま
す
と

ニ
グ
ラ
ム
の
食
塩
を
と
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
つ
け
物
は
小
ざ
ら
に
チ

　
ヨ
ッ
ピ
リ

　
塩
分
四
パ
ー
セ
ン
ト
の

野
沢
菜
づ
け
二
十
グ
ラ
ム

を
食
べ
れ
ば
、
約
一
グ
ラ

ム
の
食
塩
を
と
り
ま
す
。

八
パ
ー
セ
ン
ト
の
た
く
わ

ん
二
十
グ
ラ
ム
（
二
、
三

き
れ
）
の
中
に
は
約
ニ
グ

ラ
ム
の
食
塩
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

⇔
肥
満
は
大
敵

　
ふ
と
り
逸
ぎ
る
と
心
臓
に
負
担
が

か
か
り
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
の
原

因
に
つ
な
が
り
ま
す
。

①
三
食
と
も
決
ま
っ
た
量
を

②
水
分
の
多
い
果
物
野
菜
で
胃
袋

　
を
満
た
す

③
植
物
油
を
使
い
、
野
菜
い
た
め
や

　
サ
ラ
ダ
に
し
て
腹
持
ち
を

④
主
食
、
間
食
と
も
控
え
め
に

⑤
食
べ
る
順
序

　
ま
ず
、
野
菜
の
た
っ
ぷ
り
入
っ
た

ス
ー
プ
、
次
に
生
野
菜
、
そ
し
て
副

食
、
ご
は
ん
の
順
に
よ
く
か
ん
で
。

　
国
た
ば
こ
は
百
害

　
た
ば
こ
は
血
圧
を
上
昇
さ
せ
た
り
、

血
管
の
収
縮
に
影
響
し
ま
す
。
胸
部

不
快
感
の
あ
る
人
は
、
た
ば
こ
を
や

め
ま
し
ょ
う
。

　
ラ
　
佃
ア
ル
コ
ー
ル
は
ほ
ど
ほ
ど
に

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
血
液
中
の
脂
分

を
増
し
、
カ
ロ
リ
ー
も
多
い
の
で
肥

満
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
酒
に
は
肴
が
付
き
物
で
す
。
こ
の

肴
は
酒
害
を
少
な
く
す
る
効
用
が
あ

り
ま
す
。
酒
は
肴
を
食
べ
な
が
ら
ゆ

っ
く
り
と
飲
む
こ
と
で
す
。
一
日
の

飲
酒
量
は
、
ビ
ー
ル
一
本
か
酒
百
八

十
㏄
程
度
が
よ
い
そ
う
で
す
。

戸
籍
の
窓
か
ら

骸
き
駿
葛
骸
嚢
骸

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

平
野
　
一
平
　
　
四
郎
兼
　
　
六
五

中
條
　
正
平
　
　
赤
　
谷
　
　
六
八

小
海
喜
三
郎
　
　
小
根
岸
　
　
七
〇

小
林
松
太
郎
　
　
元
　
町
　
　
七
一

太
田
　
貞
作
　
　
田
中
町
　
　
七
一

歎
藤
マ
ッ
　
沖
立
　
七
九

丸
山
　
政
治
　
　
野
　
口
　
　
八
七

　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
総
懸
荊

（
総
響
輪

（
顯
群
矯

（
櫨
鞭
翻

（
総
縮
痴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
か
ら
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